
Ｊｅｎａ Ｂｉｏｓｃｉｅｎｃｅ 

Ｇｅｎｏｍｉｃ ＤＮＡ Ｅｘｔｒａｃｔｉｏｎ ＆ Ｐｕｒｉｆｉｃａｔｉｏｎ Ｋｉｔ 

Ｓｐｉｎ Ｃｏｌｕｍｎ Ｍｅｔｈｏｄ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ 
Ｓｉｌｉｃａ－ｇｅｌ Ｓｐｉｎ Ｃｏｌｕｍｎ法のゲノム抽出精製キットは迅速で高純度のゲノムＤＮＡを全血、組織培養細胞、動物組織、植

物組織、イースト、グラム陽性・陰性バクテリアなどから単離抽出精製するためのキットです。Ｓｉｌｉｃａ－ｇｅｌ Ｓｐｉｎ Ｃｏｌｕｍｎ法の

特徴は２価カチオンや蛋白などのＰＣＲインヒビターを完全に除去可能、高純度のゲノムＤＮＡの前処理が可能な点にあります。 

Ｓｉｌｉｃａ－ｇｅｌ Ｓｐｉｎ Ｃｏｌｕｍｎ法で抽出精製された高純度ゲノムＤＮＡはリアル・タイムＰＣＲ、サザン・ブロット、ジェノタイピン

グ、ＳＮＰ/ＳＳＲマーカーの発見やバリデーションなどのダウン・ストリーム実験に最適です。フェノールやクロロホルムなどを使わな

いので実験操作は安全に行え、有害な廃棄物を生じません。 

血液 

Ｂｌｏｏｄ 

細胞溶解 Ｃｅｌｌ Ｌｙｓｉｓ 

●全血２００μＬに対して１ｍＬのＮＧＢ１ ｂｕｆｆｅｒを加え混和 

●氷上で１０分、インキュベート 

●インキュベート中に２～３回ボルテックス 

●室温で１０分、１２０００Ｇで遠心 

●上清を完全に除去 

●６００μＬのＮＧＤ２ ｂｕｆｆｅｒをペレットに加える 

●短時間のボルテックス 

スピンカラムへのローディング Ｃｏｌｕｍｎ Ｌｏａｄｉｎｇ 

●スピンカラムを２ｍＬのコレクション・チューブにセット 

●セル・ライセートをスピンカラムにピペッティング 

●１２０００Ｇで１分、遠心 

１次カラム洗浄  Ｐｒｉｍａｒｙ Ｃｏｌｕｍｎ Ｗａｓｈｉｎｇ 

●５００μＬのＷａｓｈｉｎｇ ｂｕｆｆｅｒを加える 

●１２０００Ｇで３０秒、遠心 

●通過画分の廃棄 

２次カラム洗浄  Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ Ｃｏｌｕｍｎ Ｗａｓｈｉｎｇ 

●５００μＬのＷａｓｈｉｎｇ ｂｕｆｆｅｒを加える 

●１２０００Ｇで３０秒、遠心 

●通過画分の廃棄 

●１２０００Ｇで１分、遠心し残留Ｗａｓｈｉｎｇ ｂｕｆｆｅｒを除去 

●２ｍＬコレクション・チューブを廃棄 

●スピンカラムを１．５ｍＬチューブ（グライナー６１６２０１など）

にセット 

ＤＮＡ溶出  Ｅｌｕｔｉｏｎ ｏｆ ＤＮＡ 

●４０～５０μＬのＥｌｕｔｉｏｎ ｂｕｆｆｅｒをスピンカラムの中央に

滴下 

●室温で１分、インキュベート 

●１２０００Ｇで２分、遠心 

●ＤＮＡを４℃で保存 



植物組織 

Ｐｌａｎｔ Ｔｉｓｓｕｅ 

 

植物組織からのＤＮＡ抽出に於いて最適なＤＮＡ収量と純度を

得るには、スタート時の試料の量の適正化が重要です。 

 

１Ｐｒｅｐで最大８０ｍｇの植物試料を処理できます。８０ｍｇを

越える量の新鮮または凍結植物試料の処理はお勧めできませ

ん。 

 

植物組織は－７０℃で数ヶ月、保存可能です。 

 

植物組織を液体窒素で凍結し、電動グラインダーやペッスルで

植物組織を粉砕してください。 

 

植物組織粉を１．５ｍＬチューブに移し替え、液体窒素の気相

にて保存。 

細胞溶解  Ｃｅｌｌ Ｌｙｓｉｓ 

●２５０μＬのＮＧＤ１ ｂｕｆｆｅｒを組織粉に加える 

●３０～６０秒、強力なボルテックス 

●２５０μＬのＮＧＤ２ ｂｕｆｆｅｒをライセートに加える 

●３０～６０秒、強力なボルテックス 

●８μＬ（１０ｍｇ/ｍＬ）のＰｒｏｔｅｉｎａｓｅＫをライセートに加える 

●ピペッティングによる撹拌混和 

●７０℃で１０分、インキュベート後、クール・ダウン 

●室温で５分、１２０００Ｇで遠心 

スピンカラムへのローディング  Ｃｏｌｕｍｎ Ｌｏａｄｉｎｇ 

●スピンカラムを２ｍＬのコレクション・チューブにセット 

●ライセートをスピンカラム中央へピペッティング 

●１２０００Ｇで１分、遠心 

●通過画分を廃棄 

１次カラム洗浄  Ｐｒｉｍａｒｙ Ｗａｓｈｉｎｇ 

●５００μＬのＷａｓｈｉｎｇ ｂｕｆｆｅｒをスピンカラムに加える 

●１２０００Ｇで３０秒、遠心 

●通過画分を廃棄 

２次カラム洗浄  Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ Ｗａｓｈｉｎｇ 

●５００μＬのＷａｓｈｉｎｇ ｂｕｆｆｅｒをスピンカラムに加える 

●１２０００Ｇで３０秒、遠心 

●通過画分の廃棄 

●１２０００Ｇで１分の遠心、残留Ｗａｓｈｉｎｇ ｂｕｆｆｅｒを除去 

●２ｍＬコレクション・チューブを廃棄 

●スピンカラムを１．５ｍＬチューブ（グライナー６１６２０１など）

にセット 

ＤＮＡ溶出     Ｅｌｕｔｉｏｎ ｏｆ ＤＮＡ 

●４０～５０μＬのＥｌｕｔｉｏｎ ｂｕｆｆｅｒをカラム中央に滴下 

●室温で１分、インキュベート 

●１２０００Ｇで２分、遠心 

●ＤＮＡを４℃で保存 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



動物細胞  

Ａｎｉｍａｌ ｃｅｌｌｓ 

 

動物組織からのＤＮＡ抽出に於いて最適なＤＮＡ収量と純度を

得るには、スタート時の試料の量の適正化が重要です。 

 

１Ｐｒｅｐで最大８０ｍｇの動物試料を処理できます。８０ｍｇを

越える量の新鮮または凍結動物試料の処理はお勧めできませ

ん。 

 

動物組織は－７０℃で数ヶ月、保存可能です。 

 

動物組織を液体窒素で凍結し、電動グラインダーやペッスルで

動物組織を粉砕してください。 

 

動物組織粉を１．５ｍＬチューブに移し替え、液体窒素の気相

にて保存。 

細胞溶解  Ｃｅｌｌ Ｌｙｓｉｓ 

●３５０μＬのＮＧＤ１ ｂｕｆｆｅｒを組織粉に加える 

●３０～６０秒、強力なボルテックス 

●８μＬ（１０ｍｇ/ｍＬ）のＰｒｏｔｅｉｎａｓｅＫをライセートに加える 

●ピペッティングによる撹拌混和 

●７０℃で１０分、インキュベート後、クール・ダウン 

●室温、１２０００Ｇで５分、遠心 

●上清を新しい１．５ｍＬチューブ（グライナー６１６２０１など）

へ移し替える 

●４００μＬのＮＧＤ２ ｂｕｆｆｅｒをライセートに加える 

●３０～６０秒、強力なボルテックス 

●室温、１２０００Ｇで５分、遠心 

スピンカラムへのローディング  Ｃｏｌｕｍｎ Ｌｏａｄｉｎｇ 

●スピンカラムを２ｍＬのコレクション・チューブにセット 

●ライセートをスピンカラム中央へピペッティング 

●１２０００Ｇで１分、遠心 

●通過画分を廃棄 

１次カラム洗浄  Ｐｒｉｍａｒｙ Ｗａｓｈｉｎｇ 

●５００μＬのＷａｓｈｉｎｇ ｂｕｆｆｅｒをスピンカラムに加える 

●１２０００Ｇで３０秒、遠心 

●通過画分を廃棄 

２次カラム洗浄  Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ Ｗａｓｈｉｎｇ 

●５００μＬのＷａｓｈｉｎｇ ｂｕｆｆｅｒをスピンカラムに加える 

●１２０００Ｇで３０秒、遠心 

●通過画分を廃棄 

●１２０００Ｇで１分の遠心、残留Ｗａｓｈｉｎｇ ｂｕｆｆｅｒを除去 

●２ｍＬコレクション・チューブを廃棄 

●スピンカラムを１．５ｍＬチューブ（グライナー６１６２０１など）

にセット 

ＤＮＡ溶出  Ｅｌｕｔｉｏｎ ｏｆ ＤＮＡ 

●４０～５０μＬのＥｌｕｔｉｏｎ ｂｕｆｆｅｒをカラム中央に滴下 

●室温で１分、インキュベート 

●１２０００Ｇで２分、遠心 

●ＤＮＡを４℃で保存 

 

 

 

 

 

 

 

 



血液・動物・植物からの 

ゲノムＤＮＡ抽出キット 

コメント 

ＮＧＢ１ ｂｕｆｆｅｒ 血液試料専用バッファ 

ＮＧＤ１ ｂｕｆｆｅｒ 動物・植物組織試料専用バッファ 

ＮＧＤ２ ｂｕｆｆｅｒ 血液・動物・植物試料共用バッファ 

Ｐｒｏｔｅｉｎａｓｅ Ｋ 動物・植物からのゲノムＤＮＡ抽出に使用。使用前に５ｍｇ当たり５００μＬの再蒸留水を加える 

Ｗａｓｈｉｎｇ ｂｕｆｆｅｒ ●ＰＰ－２１３Ｓ（５０Ｐｒｅｐｓ）キット （１２ｍＬバッフア１本） 

使用前に４８ｍＬの純度９６～９９％エタノールを加える （ｆｉｎａｌ ｖｏｌｕｍｅ ６０ｍＬ）  

●ＰＰ－２１３Ｌ（２５０Ｐｒｅｐｓ）キット（３０ｍＬバッフア２本） 

使用前に１２０ｍＬの純度９６～９９％エタノールを加える （ｆｉｎａｌ ｖｏｌｕｍｅ １５０ｍＬ） 

Ｅｌｕｔｉｏｎ ｂｕｆｆｅｒ １００μＬ ｐｅｒ Ｐｒｅｐ  

２ｍＬ ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ ｔｕｂｅ  

Ｓｐｉｎ Ｃｏｌｕｍｎ  １２０００Ｇで遠心 

Ｋｉｔに含まれないもの コメント 

９６－９９％ Ｅｔｈａｎｏｌ  

再蒸留水  

１．５ｍＬ Ｅｌｕｔｉｏｎ ｔｕｂｅ グライナー６１６２０１など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（株）グライナー・ジャパン                     Ｇｒｅｉｎｅｒ Ｂｉｏ－Ｏｎｅ Ｃｏ．，Ｌｔｄ． 

東京都港区赤坂２－１７－４４                 ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｇｒｅｉｎｅｒ－ｂｉｏ－ｏｎｅ．ｃｏ．ｊｐ 

東京本社            電話０３－３５０５－８８７５（代表）  ＦＡＸ８９４５（器材・機器） ８８７９（受託・試薬） 

新大阪オフィス 学術本部  電話０６－４８０５－７１１５（代表）  ＦＡＸ０６－４８０５－７１７１（学術） 

 


